
(1) 令和 6年 12月 15日

初冬の自山と新幹線高架

ご
あ
い

下
ノ
江
町
町
内
会
長

金
子
　
哲
也

今
年
は
新
年
早
々
元
日
の
午
後
４
時

１０
分
に
、
震
度
５
強
の
地
震
が
発
生
し
、

大
変
な
幕
開
け
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

本
町
で
も
八
幡
神
社
の
灯
篭
や
個
人
宅

の
石
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、
道
路
の
ひ

び
割
れ
等
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
死
者

。
負
傷
者
は
い
な
か
っ
た
も

の
の
、
こ
れ
が
も
し
真
夜
中
に
発
生
し

て
い
た
ら
と
思
う
と
、
何
時
や
っ
て
来

る
か
判
ら
な
い
地
震
等
災
害
の
怖
さ
に

改
め
て
畏
敬
の
念
を
覚
え
ま
す
。

夏
に
は
３０
度
を
超
え
る
猛
暑
が
何
日

も
続
き
、
熱
中
症
に
な
ら
な
い
様
ク
ー

ラ
ー
を
適
切
に
使
用
す
る
大
切
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。気
候
変
動
の
激
し
い
１

年
で
も
あ
り
、
こ
れ
も
地
球
温
暖
化
の

影
響
で
し
ょ
う
か
。

私
こ
と
初
総
会
に
て
昨
年
に
引
き
続

き
２
年
目
と
な
る
町
内
会
長
を
拝
命

し
、
こ
の
１
年
お
世
話
役
と
し
て
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
班
長
さ
ん

も
含
め
た
役
員
の
方
々
や
町
民
皆
様
の

ご
支
援
と
ご
協
力
に
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
内
外
を
顧
み
ま
す
と
、
ロ
シ

ア

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
も
う

２
年

１０
ヶ
月
が
経

つ
と
い
う
の
に
、
北
朝
鮮

か
ら
の
ロ
シ
ア
派
兵
も
あ
り
、
未
だ
終

息
の
気
配
が
見
え
ま
せ
ん
。
更
に
イ
ス

ラ
エ
ル

・
ハ
マ
ス
戦
争
も
報
復
攻
撃
の

イ
ラ
ン
も
加
わ
り
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
で
、
改
め
て
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和

の
あ
り
が
た
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
１

年
で
し
た
。
１
日
も
早
い
終
息
を
願

っ

て
い
ま
す
。

県
内
で
は
、
ブ
ナ
の
実
や
ド
ン
グ
リ

等
餌
不
足
の
影
響
も
あ

っ
て
か
、
熊
が

人
里
に
ま
で
降
り
て
き
て
、
柿
を
食
べ

た
り
人
を
襲

っ
た
り
被
害
が
多
発
し
ま

し
た
。

次
に
、
町
内
の
本
年
度
の
主
な
活
動

事
業
と
し
て
、
防
災
に
関
し
て
は
、
地
震

の
神
社
被
害
を
受
け
、
神
社
総
代

・
年

行
司

・
町
内
会
の
三
者
で
八
幡
神
社
復

旧

・
復
興
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

毎
月
会
合
を
重
ね
、
Ｊ
Ａ
根
上
の
保
険

金
や
市
補
助
金
を
受
け
、
９
月
秋
ま
つ

り
ま
で
に
倒
壊
し
た
灯
篭
等

【
一
部
】
を

復
旧
整
備
致
し
ま
し
た
。

又
、
今
回
の
地
震
時
や
４
月
に
発
生

し
た
住
宅
火
災
時
に
は
、
実
働
部
隊
と

し
て
、
自
衛
消
防
団
員
が
率
先
し
て
現

地
被
害
調
査
や
火
の
番
を
夜
通
し
で
行

い
ま
し
た
。
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

更
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
市
自
衛
消

防
団
技
能
演
習
大
会
で
は
通
算
８
連
覇

と
な
る
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
町
内
会

と
し
て
も
大
変
誇
り
に
思
い
頼
も
し
く

感
じ
ま
し
た
。

次
に
建
設
的
な
主
な
事
業
と
し
て
、

令
和
４
年
か
ら
進
め
て
い
る
６
班
地
内

町
道
側
清
改
良
工
事

【Ｖ
Ｓ
側
溝
蓋
付

き
】
は
、
市
補
助
事
業
（５０
％
）
と
し
て
整

備
し
、
３
年
目
の
本
年
で
完
成
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。近
隣
住
民
の
皆
様
の
ご
協

力
、ご
理
解
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
、
班
再
編
成
に
つ
い
て
は
、
役
員

会
で
検
討
し
、
今
回
は
８
班
と
９
班
の

二
班
の
み
を
対
象
と
し
、
そ
の
線
引
き

（
エ
リ
ア

）
を
見
直
す
こ
と
と
し
ま
し

た
。
初
総
会
に
て
、
ご
審
議
い
た
だ
き

承
認
を
得
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
町
内
で
は
今
後
益
々
転
入
者

の
増
加
も
見
込
ま
れ
ま
す
。大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
り
、
役
員

一
同
、
残
さ
れ

た
課
題
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も

一
歩
ず
つ
安
心
安
全
の
地
域
作
り

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

最
後
に
、
今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
が
、町
内
の
皆
様
方
に
は
益
々

ご
健
勝
で
よ
き
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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裂
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革団
　

　

秀

逸

町
内
の
皆
様
方
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝

で
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
よ
り
町
内
会
活
動
に
対
し
て
格

別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
の
町
内
会
行
事
は
次
の
通
り
で

し
た
。

神
社
復
興
委
員
会

（２５
日
）

防
災
会
議

（３０
日
）

運
営
委
員
会

（４
日
）

神
社
復
興
委
員
会

（２９
日
）

秋
祭
リ
イ
ベ
ン
ト
大
会

（１４
日
）

役
員
会

（２５
日
）

公
民
会
秋
の
大
掃
除

（６
日
）

神
社
復
興
委
員
会

（
３‐
日
）

防
災
会
議

（１
日
）

下
ノ
江
町
ス
マ
ー
ト
ウ
オ
ー
ク
（１０
日
）

運
営
委
員
会

（
１６
日
）

役
員
会

（
１６
日
）

下
期
反
省
会

（
１６
日
）

物
故
者
追
悼
法
要

（３０
日
）

永
代
法
要

（３０
日
）

出
前
防
災
講
座

（１
日
）

会
計
監
査

（
１５
日
）

運
営
委
員
会

（
１５
日
）

役
員
会

（１５
日
）

１

月
２
月

３
月

４
月

５

月

６

月

７

月

初
総
会

（３
日
）

出
初
式

（３
日
）

神
社
復
興
委
員
会
（６
日
）

運
営
委
員
会

（
１４
日
）

役
員
会

（２５
日
）

予
算
総
会

（４
日
）

運
営
委
員
会

（
２５
日
）

神
社
復
興
委
員
会

（
２９
日
）

役
員
会

（３‐
日
）

公
民
館
春
の
大
掃
除

（７
日
）

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
掃
除

（７
日
）

役
員
会

（２‐
日
）

神
社
復
興
委
員
会

（２５
日
）

神
社
復
興
委
員
会

（３
、
１６
日
）

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（１９
日
）

役
員
会

（２６
日
）

道
路
愛
護
デ
ー

（２６
日
）

ア
メ
シ
ロ
消
毒

（５
日
・
６
日
）

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（８
日
）

花
い
っ
ぱ
い
運
動

（
１６
日
）

自
衛
消
防
団
技
能
大
会

（
１６
日
）

運
営
委
員
会

（
２２
日
）

上
期
反
省
会

（２２
日
）

神
社
復
興
委
員
会

（
２７
日
）

共
同
墓
地
剪
定

（
４
日
）

６
班
地
内
道
路
側
清
改
修
工
事

（７
月
～
８
月
）

海
岸
清
掃

（７
日
）

本
町
班
再
編
成
説
明
会

（７
日
）

七
ク
ま
つ
り
踊
り
の
タ
ベ

（２。
日
）

８
月

９
月

１０
月

１１
月

‐２
月

今
年
は
、
元
旦
に
能
登
半
島
地
震
が
発

生
し
波
乱
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

町
内
で
も
塀
や
道
路
の
隆
起
が
あ
り
、

八
幡
神
社
で
も
灯
篭
、
狛
犬
等
の
倒
壊
が

あ
り
甚
大
な
被
害
で
し
た
。
神
社
総
代
、

町
内
会
、
年
行
事
に
よ
る
神
社
復
興
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
何
と
か
秋
祭
り
ま
で
に

復
旧
し
た
い
と
の
思
い
で
取
り
組
み
ま
し

た
。ま
た
、
例
年
に
な
い
猛
暑
に
て
熱
中
症

等
で
体
調
を
崩
さ
れ
た
方
も
多
か

っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

九
月
に
は
、
能
登
地
方
で
豪
雨
に
よ
る

水
害
が
発
生
し
、
地
震
の
復
興
途
中
で
の

災
害
で
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
中
で
の
被
災
で
し
た
。

自
然
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
予
期
で
き

ま
せ
ん
が
、
防
災
意
識
を
持

つ
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
町
内
の
皆
様
方

に
は
健
康
に
留
意
さ
れ
、
よ
い
お
年
を
迎

え
ら
れ
ま
す
よ
う
願

っ
て
お
り
ま
す
。

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上
手
に
す
く
え
た
か
なリレー

会長も一曲!!

能登半島地震で敷地内に生じた亀裂

′ム`民館前のプランター

板金工業組合のボランティア桶どいの点検) ちびっ子オンステージ応援団

サ
ン
タ
ウ
ン
災
害
時
避
難
道
路
完
成復興″

スリーエス
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本
緑
の
健
康
広
場

四
年
目
を
迎
え
て

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
事
務
局

野

一
色

保
夫

「緑
の
健
康
広
場
」
開
設
四
年
を
迎
え

ま
し
た
。

健
康
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
、
週
三
回
の
目

標
で
開
設
を
致
し
ま
し
た
。
た
だ
今
年
も

異
例
の
暑
さ
が
続
き
、
七
月
か
ら
九
月
ま

で
は
お
休
み
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
従

っ
て
四
月
、
五
月
、
六
月
と
十
月

と
利
用
者
は
延
べ

一
〇
〇
人
前
後
と
な
り

ま
し
た
。

恒
例
の
四
月
の

「白
寿
会
桜
祭
り
」
と

併
行
し
て
体
験

コ
ー
ナ
ー
と
各
種
団
体
の

チ
ー
ム
戦
は
開
催
す
る
事
が

で
き
ま
し

た
。

「令
和
七
年
以
降
に
つ
い
て
」

健
康
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
開
設
、
継
続
す

る
事
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。
毎
年
気

温
が
上
昇
気
味
で
む
つ
か
し
い
か
も
わ
か

り
ま
せ
ん
が
出
来
る
だ
け
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

利
用
者
の
方
々
や
、
年
齢
の
高
い
人
達

も
含
め
て
外
出
す
る
機
会
も
減
少
す
る
で

し
よ
う
が
出
来
る
だ
け
外
出
の
機
会
を

作
っ
て
軽
く
運
動
を
し
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
！
私
達
は
初
め
て
の
方
で
も
歓

迎
し
て
い
ま
す
。

令
和
六
年
度
も
会
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
の

も
と

一
月
の
新
年
会
、
二
月
の
定
期
総
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
役
員
と

一
年
間
の

日
程
を
決
め
ま
し
た
。

予
定
通
り

一
年
間
月
例
会
を
開
催
し
ま
し

た
が
、
七
月
～
九
月
ま
で
異
常
な
暑
さ
の
為

参
加
人
数
も
少
し
減
少
し
ま
し
た
が
、
な
ん

と
か
乗
り
切
り
ま
し
た
。

八
月
度
　
一

九
月
度
　
一
位
　
坂
井
　
秀
昭

二
位
　
北
野
　
順

一

三
位
　
西
出
　
貞
三

十
月
度
　
一
位
　
下
道
　
英
夫

二
位

山石
本

鉄
夫

三
位
　
米
田
　
君
恵

十

一
月
度

一
位
　
西
出
　
貞
三

二
位
　
北
野
　
通
幸

三
位

中
田
　
正
司

み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
ハ
ン
デ
ー
を
持
ち
な

が
ら
上
位
入
賞
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。元
気
で
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
基

本
で
す
。
み
な
さ
ん

一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん

か
―
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〔六
月
公
民
館
大
会
成
績
〕

男
子

一
位
　
若
松
　
　
徹

男
子
二
位
　
助
田
　
後
勝

男
子
三
位
　
下
道
　
英
夫

男
子
四
位
　
新
谷
　
良
雄

女
子

一
位
　
北
野
し
づ
子
　
九
八
打

女
子
二
位
　
西
出
紀
代
美
　
一
〇
二
打

女
子
三
位
　
岩
本
　
信
子
　
一
〇
二
打

八
四
打

八
五
打

八
五
打

八
七
打

月
例
会

謄
位 位 位

中 佐 久
田 藤 野

愁 享 傷

［対
抗
戦
成
績
］

一
位
　
町
内
会
チ
ー
ム

（松
上
、
金
子
堅
、
金
子
伸
）

三
位
　
自
治
会
チ
ー
ム

（田
中
、
安
田
、
田
中
文
）

三
位
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
チ
ー
ム

（中
田
、
広
村
、
広
村
子
）

四
位
　
白
寿
会
チ
ー
ム

（坂
井
、
村
真
、
小
島
）
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会
長

田
中
　
正
信

今
年
元
旦
早
々
か
ら
地
震
に
よ
り
、
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
屋
根
瓦

の
損
傷
が
特
に
ひ
ど
い
状
況
で
し
た
。
そ

れ
に
続
い
て
下
水
道
の
流
れ
が
悪
い
と
い

う
訴
え
が
数
件
あ
り
ま
し
た
が
町
内
会
を

通
し
て
、
市
へ
連
絡
し
て
も
ら
い
、
す
ぐ

に
清
掃
車
が
来
て
、
対
応
し
て
く
れ
ま
し

た
。四

月
に
恒
例
の
春
祭
り
が
あ
り
ま
し
た

が
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
非
常
に
少
な

い
人
数
で
子
供
神
輿
の
曳
き
廻
し
を
実
施

し
ま
し
た
。
年
々
子
供
の
人
数
が
減
少
し

て
お
り
、
曳
き
廻
し
を
し
て
い
く
上
で
は

今
後
の
課
題
に
な
り
ま
す
。

七
月
の
夏
祭
り
で
は
、
昨
年
度
の
壮
志

会
の
解
散
に
よ
り
、
有
志
で
お
手
伝
い
を

し
て
く
れ
る
方
を
探
し
て
、
集
ま

っ
た

方
々
の
お
か
げ
で
ど
う
に
か
運
営
し
ま
し

た
。
模
擬
店
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

十
月
か
ら
防
災
に
対
す
る
協
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
後
の
防
災
活
動
に
サ
ン
タ

ウ
ン
会
員
の
皆
様
が
協
力
し
合
い
、
少
し

で
も
災
害
な
ど
か
ら
安
全
が
守
ら
れ
れ
ば

良
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
私
と

一
緒
に

一
年
間
歩
ん
で
く

れ
た
班
長
、
運
営
委
員
の
皆
様
に
は
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。春祭り・「子ども神輿神事」
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尋民
生
委
員
番
児
童
委
員
だ
装
ｂ
轟
筆

民
塞

尋

児
曇

員

毎

田

　

雄

一

地
域
の
つ
な
が
り
が
大
事

元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
は
下

ノ
江
町
で
神
社
の
境
内
な
ど
目
立

つ
被
害

だ
け
で
は
な
く
、
住
宅
に
も
大
き
な
被
害

を
出
し
ま
し
た
。
全
壊
や
半
壊
は
無
か

っ

た
も

の
の

「準
半
壊
」
や

「
一
部
損
壊
」

の
被
害
を
受
け
た
お
宅
が
多
く
あ
り
、
屋

根
瓦
や
家
の
基
礎
、
塀
や
灯
篭
に
被
害
が

出
た
お
宅
も
あ
り
ま
し
た
。
床
が
傾
い
て

戸
の
開
け
閉
め
が
出
来
な
く
な

っ
た
お
宅

も
あ
り
ま
し
た
。
部
屋
の
壁
に
複
数
の
亀

裂
が
生
じ
た
お
宅
や
、
壁
が
剥
が
れ
た
お

宅
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
被
害
を

受
け
た
お
宅
の
中
に
は
、
罹
災
証
明
書
の

申
請
が
自
力
で
出
来
な
い
高
齢
者
宅
も
あ

り
、
手
続
き
を
支
援
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
板
金
工
事
組
合
に
よ
る
高
齢

者
宅
の
雨
ど
い
の
点
検
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、

能
美
市
消
防
に
よ
る
高
齢
者
宅
の
防
火
点

検
も
あ
り
ま
し
た
。
「
の
み
活
」
や

「
い
き

い
き
サ

ロ
ン
」
に
参
加
し
て
い
る
人
に
は

そ
う
し
た
情
報
が
伝
わ
り
や
す
く
、
定
員

枠
が
す
ぐ
に
埋
ま

っ
て
い
き
ま
し
た
。
来

年
以
降
も
そ
う
し
た
無
料
の
住
宅
点
検
や

修
理
の
話
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
普
段
か
ら
民
生
委
員
に

遠
慮
な
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
公
民
館
で
開
催
さ
れ
る

「
い
き
い

き
サ
ロ
ン
」
は
、
参
加
者
の
大
半
が

「下

ノ
江
さ
さ
え
あ
い
隊
」
の
送
迎
を
受
け
な

が
ら
参
加
を
続
け
て
い
ま
す
。
月
に
二
回

で
は
あ
り
ま
す
が
、
お
し
ゃ
れ
を
し
て
集

ま
り
、
笑

い
あ
え
る
時
間
を
持

つ
こ
と
は

健
康
長
寿

に

つ
な
が
る
の
で
は
な

い
で

し
ょ
う
か
。
本
町
の

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

で
芸
能
鑑
賞
を
行

っ
た
際
に
は
、
サ
ン
タ

ウ
ン
の
人
に
も
声
を
掛
け
、
合
同
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
時

に
は
バ
ス
を
借
り
て
少
し
遠
く
ま
で
出
掛

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

春
に
は
、
サ
ン
タ
ウ
ン
で
恒
例
の

「桜

ま

つ
り
」
を
行

い
ま
し
た
。
町
内
会

・
公

民
館

。
白
寿
会

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ

・
各
種
団
体

・
下
ノ
江
さ
さ
え
あ
い

隊
が
協
力
し
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
パ
ン
の
販
売
会
や
芸
能
鑑
賞
、
食
事

を
楽
し
ん
だ
後
、
締
め
の
ビ
ン
ゴ
大
会
で

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

な
お
、
昨
年
よ
り
始
ま

っ
た

「下
ノ
江

こ
ど
も
食
堂
」
は
、
メ
ゾ

ン

・
ド
ウ

。
ブ

ワ
の
協
力
で
毎
月

一
度
、
夕
方
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
八
松
苑
の
駐
車
場
を
ス
タ
ッ

フ
用
に
使
わ
せ
て
も
ら

っ
て
お
り
、
助
か

り
ま
す
。
学
童
保
育
や
塾
や
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
に
行

っ
て
い
な
い
子
ど
も
達
の
交
流

と
遊
び
の
場
で
あ
り
、　
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
方
の
貴
重
な
居
場
所
と
し
て
も
機
能

し
て
い
ま
す
。
「下
ノ
江
こ
ど
も
食
堂
」
は

町
内
に
と
ど
ま
ら
ず
町
外
か
ら
も
注
目
さ

れ
て
お
り
、
食
材
の
寄
付
や
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
、
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
の
御

協
力
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

下ノ江こども食堂

ビンゴで盛り上がった桜まつり

大勢の人が集まつた桜まつり

コーヒーを飲みながら芸能を楽しんだ桜まつり

本町とサンタウン合同のいきいきサロン

サ
ン
タ
ウ
ン
民
生
委
員

・

児
童
委
員

平
山
　
正
彦

一
年
を
振
り
返
っ
て

一
月

一
日
、
能
登
中
心
と
す
る
今
ま
で

経
験
の
し
た
事
の
な
い
地
震
が
起
き
重
大

な
災
害
が
起
き
ま
し
た
。

地
震
後
の
日
常
生
活
が
少
し
ず
つ
戻
り

つ
つ
あ
る
中
、
九
月
二
十

一
日
、
豪
雨
に

よ
る
土
砂
崩
れ
が
川
の
氾
濫
に
よ
り
、
ま

た
大
き
な
災
害
が
起
き
、
自
然
に
起
こ
り

う
る
災
害
被
害
の
脅
威
に
準
備
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

近
年
孤
立
や
孤
独
、
児
、
高
齢
者
、
障

が
い
者
に
対
す
る
虐
待
、
悪
質
商
法
被

害
、
災
害

へ
の
備
え
な
ど
地
域
住
民
の
課

題
が
多
様
化
す
る
中
、
民
生
委
員
へ
の
期

待
は

一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
同
時
に
民
生
委
員
の
負
担
も

増
大
と
な
り
、
な
り
手
確
保
も
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

誰
も
が
笑
顔
で
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
民
生
委
員
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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白
寿
〈本〈本長
　

野

一
色
　
保
夫

町
内
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
白
寿
会
活
動
に

御
理
解
と
御
協
力
を
頂
き
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。さ
て
令
和
六
年
を
迎
え
る
と
同
時
に
お
正
月

の
能
登
地
方
を
中
心
と
す
る
大
地
震
に
は
記
憶
を

新
た
に
す
る
と
こ
ろ
で
す
。幸
い
に
も
私
達
の
所

で
は
、
さ
ほ
ど
大
き
な
被
害
も
な
く
、
又
会
員
の
皆

さ
ん
に
も
大
き
な
怪
我
も
な
く
ひ
と
安
心
し
た
所

で
す
が
、
能
登
の
方
達
は
本
当
に
大
変
だ

っ
た
ろ

う
と
推
察
し
ま
す
。

又
、
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
九
月
の
大
雨

に
よ
る
災
害
で
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
お
ら
れ
る

事
を
思
う
と
胸
が
痛
く
な
る
思
い
で
、
皆
さ
ん
と

共
に
復
興
を
願
い
、思
い
を
よ
せ
る
所
で
す
。

さ
て
私
達
の
活
動
は
三
月
の
総
会
に
於
て

一

年
間
の
行
事
予
定
を
決
め
て
活
動
し
て
き
ま
し

た
。基
本
的
に
は
会
員
の
皆
さ
ん
の
健
康
と

一
年

を
楽
し
く
過
ご
す
事
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
又

役
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

〔桜
祭
り
開
催
〕

白
寿
会
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、
下
ノ
江
さ
さ
え
合

い
隊
、
三
者
合
同
で
、
サ
ン
タ
ウ
ン
「緑
の
健
康
広

場
」
コ
ミ
ュ
〓
ア
ィ
セ
ン
タ
ー
に
於
て
第

一
部
、
第

二
部
に
分
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
八
重
桜
が
見
事
に
満
開
を
迎
え
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
八
重
桜
を
満
喫
さ
れ
、

あ
ふ
れ
る
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

第

一
部
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
体
験

コ
ー
ナ
ー

と
、
各
種
団
体
戦
の
開
催
、
対
抗
戦
は
町
内
会
役
員

チ
ー
ム
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
が
、
他
の
チ
ー
ム

も
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

第
二
部
は

「か
が
や
き
姉
妹
」
に
よ
る
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

①
歌
謡
シ
ョ
ー

②
栄
冠
は
君
に
輝
く

③
な
つ
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
（オ
カ
リ
ナ
）

④
認
狸
肛
の
予
防
に
つ
い
て
の
寸
劇

⑤
人
生

一
〇
〇
年
時
代

以
上
の
順
で

一
時
間
以
上
に
及
び
演
芸
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。
特
に

「栄
冠
は
君
に
輝
く
」
の
熱

唱
後
に
は
作
詞
家
の

一‐加
賀
大
介
」
さ
ん
の
奥
様

が
ボ
ニ
ュ
ー
ル
か
ら
観
劇
さ
れ
、
お
元
気
な
姿
を

拝
見
し
み
な
さ
ん
感
激
し
て
お
ら
れ
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。

「か
が
や
き
姉
妹
」
の
み
な
さ
ん
に
は
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
昼
食
会
、
最
後
に
お
楽
し

み
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
頂
き

ま
し
た
。

〔食
事
マ
ナ
ー
研
修
会
〕

十
月
度
に
は
八
松
苑
に
於
て
五
回
目
の
食
事
マ

ナ
ー
研
修
会
を
開
催
、
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
を

頂
き
ま
し
た
。
七
月
よ
り
の
連
日
の
暑
さ
が
続
き
、

外
出
す
る
機
会
も
減
少
し
て
い
る
中
で
、
少
し
で

も
外
に
出
て
お
話
し
し
な
が
ら
昼
食
を
し
楽
し
く

過
ご
せ
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
計
画
を
し
ま

し
た
。

〔そ
の
他
の
行
事
〕

五
月
～
七
月
　
下
ノ
江
発
祥
の
地
清
掃

七
月
　
　
　
　
一父
通
安
全
教
室

八
月
　
　
　
　
量
ハ同
墓
地
清
掃

十

一
月
　
　
　
仏
だ
ん
、仏
具
清
掃
根
上
支
部
関
係

で

は
年

二

回

の

ウ

オ
ー
キ

ン
グ
、

年
二
回
の
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
に

も
た
く
さ
ん
の
み

な
さ
ん
の
参
加
を

頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
役

員
の
み
な
さ
ん
と

協
力
し
て
進
め
て

行
き
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。

隆
隼
回
療
答
摯
墨
懇

壮
年
団
団
長

一沼
田
　
　
　
徹
い

町
内
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃

よ
り
壮
年
団
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
壮
年
団
は
団
員
５５
名
が
参
加
し
て

お
り
ま
す
。
町
内
行
事
、
自
警
部
の
消
防
団

活
動
を
通
し
て
、
互
い
に
親
睦
を
深
め
、
町

内
の
活
性
化
と
安
全

・
安
心
の
確
保
の
た
め

に
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

５
月
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
テ
ン
ト
の
設
営
、
後
片
付
け
を
行
い
ま
し

た
。子
供
た
ち
が
玉
入
れ
と
大
縄
跳
び
に

一
生

懸
命
に
参
加
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

６
月
１６
日
に
開
催
さ
れ
た
能
美
市
自
衛
消

防
団
技
能
演
習
で
は
、
下
ノ
江
町
自
衛
消
防

団
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
最
高
賞
の
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
開
会
式
お
よ

び
閉
会
式
で
は
、
自
衛
消
防
団
長
の
田
中
隆

司
さ
ん
が
全
体
指
揮
を
務
め
、
見
事
に
全
自

衛
消
防
団
を
統
括
し
て
お
り
ま
し
た
。

７
月
７
日
の
根
上
校
下
壮
年
団
海
岸
清
掃

で
は
、
市
役
所
職
員

・
団
員

・
地
元
住
民

・

地
元
企
業
の
皆
様
と

一
体
と
な
り
根
上
海
岸

の
清
掃
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
町
内
の

皆
様
も
多
数
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
朝
早
く
か
ら
の
作
業
に
ご
協
力
あ
り
が

と
，Ａ
⊂
ざ
い
ま
し
た
。

９
月
１４
日
の
下
ノ
江
町
秋
祭
り
で
は
、
恒

例
の
焼
鳥

・
焼
き
そ
ば

。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト

・
生
ビ
ー
ル
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
町

内
の
皆
様
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

た
い
へ
ん
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

な
お
、
壮
年
団
で
は
随
時
、
団
員
を
募
集

し
て
ぃ
ま
す
。
２０
代
か
ら
４０
代
の
皆
様
の
ご

参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
壮
年
団
活
動
を
日

頃
か
ら
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
町
内

会
、
壮
年
団
Ｏ
Ｂ
、
団
役
員
の
皆
様
に
感
謝

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
町
内
の
皆
様
に

は
今
後
も
壮
年
団
活
動
へ
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

全員整列
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婦
公
会

長

室
　
　

悦

子

町
内
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
日
頃
よ

り
婦
人
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き

あ
り
が
と
，ュ
⊂
ざ
い
ま
す
。

先
ず
初
め
に
、
今
年
元
日
の
能
登
半
島
地
震

や
各
地
で
相
次
ぐ
自
然
災
害
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。そ
の
よ
う
な
中
、
町
内
会
及
び
婦
人
会
行

事
を
行
う
こ
と
が
で
き
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

４
月
に
町
内
の
婦
人
会
活
動
の
事
始
め
と

し
て
定
例
総
会
を
開
催
し
、
会
員
の
方
々
の

ご
意
見
な
ど
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
毎
年
恒
例
の
早
煮
昆
布
と
ち
ふ
れ
販
売

で
は
、
役
員
の
方
々
を
初
め
皆
様
か
ら
の
ご

協
力
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
の
懇
親
会
は

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ

ラ
ー
診
断
＆
メ
イ
ク
講
習
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
近
年
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
は
年
齢
を

問
わ
ず
女
性
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
婦
人

会
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、
婦
人
会
に
入
会
し
て

い
な
い
方
に
も
案
内
を
し
、
参
加
し
て
頂
き

ま
し
た
。
自
分
を
よ
り
魅
力
的
に
魅
せ
る
色

味
や
メ
イ
ク
を
知
る
こ
と
で
皆
さ
ん
生
き
生

き
と
楽
し
ん
で
お
化
粧
し
て
い
ま
し
た
。　
一

人

一
人
が
素
敵
な
笑
顔
に
な
り
、
と
て
も
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
校
下
婦
人
会
で
は

「ジ

ェ
ル
キ
ャ

ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
講
座
」

「貯
金
運
動
教

室
」
な
ど
の
講
座
を
委
員
会
ご
と
に
分
か

れ
、
他
の
町
の
会
長
さ
ん
達
と
協
力
し
合
い

開
催
し
ま
し
た
。

会
長
の
仕
事
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、

他
の
町
と
の
連
携
や
、
町
内
で
の
婦
人
会
と

し
て
の
役
割
、
各
種
団
体
の
る
要
性
や
大
切

さ
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
沢
山
の
方
々
と
の
出
会
い
を
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
し
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
下
ノ
江
町
婦
人
会

は
現
在
２４
名
の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

決
し
て
十
分
な
人
数
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
共

に
活
動
し
て
頂
け
る
方
の
ご
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
婦
人
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

項

増

Ｐ
Ｔ
Ａ
△本長

中

田
　

隆

之

町
内
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃

よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
特

に
、
地
域
見
守
り
隊
の
皆
様
に
は
、
子
ど
も

達
が
安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う
、
毎
日
の

見
守
り
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

５
月
１９
日
の

″第
二
〇
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
ｈ
根
上
〃
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

は
大
縄
飛
び
と
男
女
混
合
リ
レ
ー
に
参
加
し

ま
し
た
。
大
縄
跳
び
で
は
な
か
な
か
練
習
通

り
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
リ
レ
ー
で

は
子
供
達
の
元
気

一
杯
の
走
り
に
大
き
な
感

動
を
も
ら
い
ま
し
た
。
皆
様
応
援
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

７
月
２７
日
に
行
わ
れ
た

″第
六

一
回
根
上

七
夕
祭
り

「踊
り
の
夕
べ
」
〃
に
は
、
１
年

６
年
生
男
女
３‐
名
で
参
加
し
約
１
時
間
を
可

愛
ら
し
い
姿
で
踊
り
き
る
こ
と
が
出
来
き
ま

し
た
。
練
習
中
は
沢
山
の
人
数
で
大
丈
夫
か

な
？
と
思
う
く
ら
い
で
し
た
が
低
学
年
の
子

達
も
随
分
上
達
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
結

果

「ほ
の
ぼ
の
賞
」
を
頂
く
こ
と
が
で
き
子

供
達
も
親
達
も
大
喜
び
で
し
た
。

８
月
夏
休
み
で
の

″ラ
ジ
オ
体
操
〃
は

昨
年
同
様
、
お
盆
を
挟
ん
だ
前
半
、
後
半

で
行
い
、
最
終
日
に
行
わ
れ
た

″町
内
奉

仕
作
業
〃
は
公
民
館
と
神
社

の
草
む
し

り
、
石
拾

い
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
周
辺
の
清
掃
等
を
行
い
多
く
の
子
ど

も
達
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

９
月
１４
、
‐５
日
子
供
獅
子
舞
と
巫
女
舞
、

一
か
月
近
い
練
習
と
て
も

一
生
懸
命
で
し

た
。
秋
祭
り
の
場
で
は
７
月
に
行
わ
れ
た

「踊
り
の
タ
ベ
」
を

一
人
も
欠
け
る
こ
と
な

く
可
愛
い
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
に
よ
り
、
幅
広
い
世
代
の

方
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
学
ぶ
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
し
た
。
不
慣
れ
な
点
も
多
く
、
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

今
ま
で
の
活
動
が
全
う
で
き
た
の
も
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
、
保
護
者
の
皆
様
、
町
内
会
の
皆
様
の

お
力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
こ
の
後
１２
月
に
は
〃下
ノ
江
小

学
生
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
〃
３
月
に
は
″６
年
生

を
送
る
会
″
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
の
程
、
宣
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

リレー

踊りのタベ
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士罷

保
存
会

夏

工門
　

　

秀

逸

「
自
然
羮
害

の
恐
怖

」

今
年
の
元
旦
、
穏
や
か
に
過
ご
し
て
い

た
正
月
の
夕
方
に
過
去
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
大
き
な
揺
れ
で
お
屠
蘇
気
分
が
吹
き

飛
び
ま
し
た
。
震
度
六
以
上
の
能
登
半
島

地
震
の
発
生
で
す
。
道
路
は
寸
断
さ
れ
、

土
砂
崩
れ
で
家
屋
が
多
く
倒
壊
し
ま
し

た
。
町
内
で
も
、
塀
の
崩
れ
神
社
の
灯
篭

等
の
倒
壊
で
甚
大
な
被
害
が
で
ま
し
た
。

過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
揺

れ
で
立
っ
て
い
る
こ
と
も
で
き
ず
、
只
々

自
然
の
恐
怖
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
の
猛
暑
は
連
日
三
十
五

度
以
上
の
気
温
が
続
き
、
熱
中
症
で
死
亡

さ
れ
る
方
も
い
ま
し
た
。

九
月
に
は
、
大
雨
に
よ
り
土
砂
災
害
で

能
登
地
方
で
は
多
数
の
犠
牲
者
が
で
ま
し

た
。　
一
昨
年
に
は
、
サ
ン
タ
ウ
ン
町
内
で

も
家
屋
の
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
く
刻
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

自
然
災
害
は
、
い
つ
な
ん
ど
き
起
こ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を

想
定
し
て
訓
練
や
防
災
の
準
備
は
事
前
に

す
る
こ
と
は
で
き
、
被
害
を
少
し
で
も
小

さ
く
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ま
だ
ま
だ
被
災
さ
れ
不
自
由
な
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く

い
ま

す
。太
鼓
を
通
じ
少
し
で
も
元
気
づ
け
ら
れ

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

生
産
饗
回長

玉
生
　

勝
次

「令
和
６
年
１０
月
６
日
の
日
本
農
業

新
聞
よ
り
」
農
水
省
は
、
農
産
物
や
生
産

資
材
の
価
格
動
向
を
表
す
農
業
物
で
、
８

月
の
値
を
ま
と
め
た
。

２０２
年
の
価
格
を
１００
と
し
た
時
、
品
薄
感

が
高
ま
っ
た
米
は
隅
％
と
な
り
、
前
月
か

ら
４
．
３
％
上
昇
、
前
年
同
月
か
ら
１３
％
上
昇

し
た
。
資
材
で
は
飼
料
、
肥
料
が
１４０
前
後

と
高
水
準
で
続
い
て
い
ま
す
。
８
月
の
米

（
う
る
ち
米
）
の
全
国
平
均
販
売
価
格

は
、
１
等
６０
堆
で
１
万
３３９０
円
。
米
を
含
む

農
産
物
全
体
の
指
数
は
前
月
か
ら
器
％
上

が
り
隅
と
な
る

一
方
、
資
材
全
体
の
指
数

は
同
陀
％
下
が
っ
て
阻
。

資
材
を
品
目
別
に
見
る
と
、
飼
料
は

‐４３
ヽ
肥
料
は
Ｍ
、
農
機
具
は
ｍ
、
農
薬
は

ＩＩｌ
．
Ｉ
、
農
産
物
で
は
、
野
菜
は
隅
、
果
実
は

Ш
、
鶏
卯
は
鯛
、
肉
畜
１２０
。
子
で
し
た
ｏ

「令
和
６
年
・。
月
１２
日
の
日
本
農
業
新
聞
よ
り
」

農
水
省
は
Ｈ
日
、
２０２４
年
産
米
の
９
月
２５
日

時
点
の
全
国
の
作
況
指
数
は
、
１０２
の

「や
や

良
」
と
な

っ
た
と
公
表
し
た
。
北
海
道
、
東

北
、
関
東
は
「や
や
良
」
の

一
方
、
新
潟
県
は

鋸
、
山
形
県
は
研
で
「や
や
否
甚

と
な
る
地
が

あ
る
。石
川
県
の
２４
年
産
主
食
用
米
の
作
付
け

状
況
と
作
況
指
数
は
、
作
付
面
積
脚
ｈａ
、前

年
度
比
４００
ｈａ
、
作
況
指
数
１００
で
す
。
２４
年
産

の
等
級
動
向
が
本
格
的
に
分
か
る
の
は
今

後
で
、
そ
の
動
向
も
焦
点
と
な
る
。

令
和
６
年
は
、
能
登
地
震

・
豪
雨
災
害
が

あ
り
ま
し
た
。
下
ノ
江
地
区
と
し
て
は
神

社
の
被
害
金
額
と
し
て
は
本
殿
側
４３０
万
手

水
舎
側
７８０
万
円
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た

（復
興
委
員
会
の
デ
ー
タ
よ
り
）
。
町
内
会

被
害
は
瓦
の
ズ
レ
、
灯
篭
の
転
倒
、
転
壁

の
ひ
び
割
れ
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
等
が

あ
り
ま
し
た
。
米
作
農
業
で
は
大
き
な
被

害
が
無
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

町
内
の
皆
様
方
に
は
、
生
産
組
合
行
事

に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鬱

§

藝

韓

p

e

§ よ!藝 § 鬱 § ё 藝 藝 霞 0§ 鸞 § 藝 p鬱 § 鬱 § § 鬱 § 霞 奎 鬱 § 0鬱 0§ e苺 僣 § oつ o藝 oO、 p、ぅ 00つ §

令和6年 下ノ江生産組合役員名

和田 則之・相談役

智紀原「会計
B宮竹用水総代 福田 健―郎

班長

利男原・1班

藤田 俊信・4班

・組合長
日転作・事務局
日会計監査

H2班

・5班

玉生 勝次

原  智紀
藤田 俊信

H副組合長

・」A理事
・会計監査

喜多

金子

竹田

禾日尼多

堅司

英文

米田 重子

能登 ―竜

喜多 邦夫
福田 健一郎

・3班

・6班
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公
民
館
長

金

子

　

堅

司

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
。
災
害
の
多
い
年
で
し
た
が
全

て
の
行
事
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

町
内
の
皆
さ
ま
、
各
種
団
体
の
方
々
の
ご

支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

２
月

４
日

参
加
し
ま
し
た
。

踊
り
の
ク
ベ
に
ス
リ
ー

エ
ス
が
参
加

し
、
ほ
の
ぼ
の
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

餅
舟
壁
日

（土
）

秋
祭
リ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

八
幡
神
社
前
広
場
で
テ
ン
ト
屋
台
販
売
、

こ
ど
も
ゲ
ー
ム
大
会
、
根
上
中
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
演
奏
、
こ
だ
ま
太
鼓
、
カ
ラ
オ
ケ
大

会
、
お
楽
し
み
拍
選
会
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
各
種
団
体
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
で
盛
況
に
終
了
し
ま
し
た
。

１０
月
６
日

（日
）

公
民
館
秋
の
大
掃
除

打
丹
ｍ
辟

（日‥
）

秋
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
。

公
民
館
周
辺
に
花
を
植
え
ま
し
た
。

下
ノ
江
町
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ク
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

第
４７
回
能
美
市
耐
寒
継
走
選
手
権
根
上

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
か
ら
の

参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

３‐
舟
１７‐
騎

（辟
Ｙ

春
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
。

公
民
館
周
辺
に
花
を
植
え
ま
し
た
。

４
月
７
日

（日
）

公
民
館
春
の
大
掃
除

４
月
１３
日

（土
）

公
民
館
予
算
総
会

３
戸
‐９十
ロ

ハロ
）

第
２０
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉｎ

根
上
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
８
日

（日
）

第
７
回
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
小
松

市
の
ル
ー
ト
イ
ン
グ
ラ
ン
テ
ィ
ア
小
松
で

開
催
し
ま
し
た
。

α
丹
１６‐
母

（且
半

夏
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
。

公
民
館
周
辺
に
花
を
植
え
ま
し
た
。

ィ
舟
解
母

（ど
）

第
６‐
回
ね
あ
が
り
七
夕
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

郷
土
芸
能
大
会
に
、

こ
だ
ま
太
鼓
が

‐２
月
７
日

（土
）

公
民
館
会
計
監
査

‐２
月
１４
日

（土
）

館
報
６８
号
発
刊

‐２
月
１４
日

（土
）

公
民
館
決
算
総
会

公民館前の花壇

PTAの 子供ゲーム

/ア  /メ  ′/ // // ′/ /ア  //

米
光
　
一
彦

東
　
一
〓
二
男

金
子
　
哲
也

平削
　
　
秀
逸

松
上
　
廣
志

中
田
　
正
司

金
子
伸

一
郎

中
田
　
勝
久

田
中
　
正
信

（町
内
会
相
談
役
）

（町
内
会
相
談
役
）

（町
内
会
会
長
）

（町
内
会
副
会
長
）

（町
内
会
役
員
）

（町
内
会
役
員
）

（町
内
会
役
員
）

（町
内
会
役
員
）

（サ
ン
タ
ウ
ン

自
治
会
長
）

（サ
ン
タ
ウ
ン

自
治
副
会
長
）

（前
公
民
館
館
長
）

（前
公
民
館
副
館
長
）

（町
内
会
役
員
）

（サ
ン
タ
ウ
ン

自
治
副
会
長
）

（白
寿
会
会
長
）

（壮
年
団
団
長
）

（婦
人
会
会
長
）

（Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

（芸
能
保
存
会
会
長
）

公
民
館
管
理
者

鍵
保
管
者

総
務
部
部

長

副
部
長

文
化
部
部

長

副
部
長

体
育
部

令
和
６
年
公
民
館
役
員

′/ // /′  メ/
運
営
委
員

顧

間

贄 鷲

住 竹
野 田

成 直
樹 樹

館

長

副
館
長

野

一
色
保
夫

沼
田
　
　
徹

室

　

悦
子

中
田
　
隆
之

平副
　
　
秀
逸

岸
井
　
孝
男

山
田
　
修
二

金
子
　
堅
司

村
本
　
一
憲

〃
　

中
村
　
浩
司

原
　
　
利
成

（町
内
会
班
長
）

助
田
　
光
生

（町
内
会
班
長
）

高
瀬
　
直
智

（町
内
会
班
長
）

寺
山
　
隆

一
（町
内
会
班
長
）

東
出
員
智
子

助
田
　
俊
勝

（町
内
会
班
長
）

（町
内
会
班
長
） スマー トウォーク準備体操

うまく入るかな ?
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ツフェスティバルテント

開始前

景品どれにしようかな

受付あり うひざいます

根上中ブラスバンド

がとうございます

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
た
・
....

・・
I

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
年

一
年
間
、
町
内
会
及
び
公
民
館
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
誌
発
刊
に

あ
た
り
、
お
忙
し
い
中
、
原
稿
を
お
寄
せ

頂
い
た
方
々
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。本

年
は
、
予
定
を
し
て
い
た
行
事
を
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
全
て
行
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
は
、
南
加
賀
に
新
幹
線
が
開
業
し

ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま

が
健
康
に
十
分
留
意
さ
れ
、
よ
き
新
年
を

迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

館
長

鼎
鼎
網
室

◎
⑩
◎
③

令
和
７
年
初
総
会
の
ご
案
内

●
令
和
７
年
１
月
３
日

（金
）

午
後
１
時
３０
分
よ
り

下
ノ
江
町
公
民
館
に
て

町
民
多
数
の
ご
出
席
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
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